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研究成果の概要 

2019 年 4 月から 2020 年 3 月までの在外研究期間中は、エジプト・カイロのカイロ大学農学部なら

びに CEDEJ（Centre d’études et de documentation économiques, juridiques et sociales)に客員研究

員として受け入れていただき、研究会や授業に参加しました。CEDEJでは、Agnès Deboulet所長はじ

めフランス人の研究者や留学生と交流し、②を発表する機会を与えられ、フランスのエジプト・中東研

究に関して多くの知見を得ることができました。他方、カイロ大学農学部においては、Mohammad 

Abdel Aal教授など農村社会学科の教授との意見交換や授業参加を通して、エジプト農村社会研究に関

して多くのことを学ぶことができました。 

 在外研究は、主に次の３つのテーマに関して行いました。第一は、科研費基盤研究 A「北アフリカ乾

燥地域における持続可能な地下水利用システムの構築」のフィールドであるエジプト・ダハラオアシス

における地下水の持続的な開発・有効利用研究に関してで、2019年 4月と 9月、2020年 2月と 3月の

4回に渡り、現地調査を行うことができました。また、カイロ滞在中に国立リモートセンシング空間科

学研究所（NARSS）、JICA やアスワン大学などと地下水開発に関して交流することができ、新しい知

見を得ることができました[④、⑤、⑧]。それらの研究成果の一部は、編著本 Sustainable Water 

Solutions in the Western Desert, Egypt: Dakhla Oasis(2020 forthcoming, Springer)にまとめました。

とりまとめの過程で水文学、地質学、リモートセンシング、地理学、農業土木工学などの理系エジプト

人研究者らと地下水に関して議論することができたことも有意義な経験でした。 

第二は、チュニジア南部タタウィーン地域における人口・ジェンダー・家族に関する調査研究であり、

2019年 4月、7 月、11月、12 月、2月に現地調査を行いました。その研究成果の一部は、3と 5に発

表しました。 

第三は、人間文化研究機構（NIHU）現代中東地域研究上智大学拠点の研究テーマである中東の「公

共空間」に関する共同研究で、CEDEJと国際セミナー“Public Space, Public Sphere and Publicness 

in the Middle East”を 2020年 3月 8日～9日に上智大学イスラーム研究センター, CEDEJ,日本学術

振興会・カイロ研究連絡センターの共催にて企画したことです。新型コロナウィルス感染症感染拡大の

なかで、日本の他大学教員や、フランス、サウジアラビア、レバノン、アルジェリアからの参加者がエ

ジプトに渡航できなくなりましたが、スカイプによるオンライン研究発表に切り替えることで国際セミ

ナーを実施することができました。会場の Institut Français d’Archéologie Orientale（フランス東洋考

古学研究所）には 30名近くの参加者が 2日間に渡り集まり、中東の「公共空間」に関して多角的に議 
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論することができました。私は①“Transformation of local society and politics in Jordan: Focus on 

Diwan Ashira”の題名で報告を行い、伝統的な共同体と公共空間について意見交換できたほか、フラン

スやエジプト式の国際会議の組織化などに関しても大いに学ぶ機会になりました。 

 最後になりましたが、一年間の特別研修・在外研究という貴重な機会を与えてくださったことに対し、

上智大学、外国語学部、とりわけフランス語学科の先生方に心よりお礼を申し上げます。 
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